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研究成果の概要（和文）：カーナビやスマートホンなどの車載情報機器は，近年ではほとんどの車両に搭載されており
，交通情報や天気情報など携帯電話網やDSRCなどの通信機能を利用してドライバに提供することができる．これらのサ
ービスは路側の機器や車載機器から直接多くのデータを入手して統計処理を行い，情報として提供する．これらのデー
タ量は今後爆発的に増加すると考えられる．そこで，そのデータの圧縮方式を提案し，その効果を確認した．また，サ
ーバ主導でのデータの収集方法も提案し，必要なデータのみを取得することにより，効果的な削減手法を示し，シミュ
レーションによりその効果を確認した．

研究成果の概要（英文）：In-vehicle information devices such as car navigation systems and smartphones are 
now widely used and they provide drivers with a lot of information, such as traffic jam information, 
weather forecast, etc., by a communication function such as cellular networks. These services gather a 
lot of information from cars or traffic sensors on the road, which results in many small pieces of data 
being transmitted over cellular networks. We propose a method that, by predicting car behavior, reduces 
the amount of such data. We observe the amount of traffic data, simulate vehicle behavior, and evaluate 
our models. Our conclusions show good results.

研究分野： ITS

キーワード： テレマティクス　ITS　データ圧縮　シミュレーション
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表１ 固定長差分圧縮の例 

 時刻 緯度 経度 車両情報 

０秒 4byte 4byte 4byte 4byte 

１秒 1byte 1byte 1byte 1byte 

２秒 1byte 1byte 1byte 1byte 

３秒 1byte 1byte 1byte 1byte 

 

 

 

 

Cellular 
Network

Telematics
Service Provider

図 1 テレマティクスサービス 

１．研究開始当初の背景 
 
(1) 2000年ごろからテレマティクスサービス
が始まっている。テレマティクスサービスと
は図１に示すように、自動車の走行中の情報
を携帯電話網を利用してサーバにリアルタ
イムに送信し、多数の車の情報と過去の渋滞
情報などから道路の状況を推測して、走行中
の自動車に情報を提供するサービスである。
このようなサービスの利用者は、今までは利
用率わずか数%であった。最近ではスマート
フォンの登場により、無料でこういったアプ
リを利用できる環境が整ってきており、スマ
ートフォンは、多くの人がナビに関係なく保
持しており、しかも定額料金制の人にとって
は余分な通信料が不要になるため、爆発的に
スマートフォンを利用したテレマティクス
サービスの利用者が増えると推測されてい
る。そのため、自動車が集中するような場所
では、データのトラフィックが増加し、携帯
電話キャリアへの負担が心配されつつある。 
(2) 研究代表は、通信データ量の削減に関し
て携帯電話のソフトウェア更新時の処理を
中心に研究を実施してきており，これらの研
究では、単なるデータの圧縮でなく、そのデ
ータの特性を送信元と受信先でお互いに知
っていることにより効率的なデータ削減が
できることや、データ削減にかかる時間も問
題と考え、効率的な手法まで確立してきた。
こういった技術を踏まえ、データ量を削減し
て通信する際に、携帯電話特有のデータ構造
に対して高速処理が可能な状態であった． 
 
２．研究の目的 
自動車の位置や速度などの情報をセンサ
データとしてサーバに集め、渋滞などの情報
を配信するテレマティクスサービスに関す
るもので、近年、カーナビではなく、本サー
ビスの端末としてスマートフォンを利用す
る場合が多くなり、爆発的に普及すると予想
されている。そうなった場合のデータ通信量

に着目し、そのデータ量を削減することによ
り、キャリアの設備投資を抑え、通信料金な
どのコストアップを抑えることを目的にし
ている。研究全体としての構想としては、ス
マートフォンとサーバとの毎回の通信量の
削減と、空間的時間的にほぼ同じことを意味
する冗長なデータ通信の削減を行い、ピーク
時の通信量をカットすることを最終目的と
する。 

 
３．研究の方法 
以下に示すように当初の計画どおりに手順
と内容を細かく分けることにより研究を進
めていった． 
 
(1) 日本国内に限らず、世界的にも車両の

多い地域の制限速度などを考慮したシ

ミュレーション 

 

(2) 収集したデータの各送信データ単位ご

とのデータ分析 

 

(3) 1 台の車両に着目した上での時間的な

データ分析 

 

(4) ある地域に着目した上での空間的なデ

ータ分析 

 

(5) 収集したデータの各送信データ単位ご

との実データ分析 

 

(6) 1 台の車両に着目した上での時間的な

データ分析 

(7) ある地域に着目した上での空間的なデ

ータ分析 
 
４．研究成果 
(1)まずはデータの圧縮方式であるが，一定
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図 2 動的圧縮方式 

 

 

 

図 3実データによる差分情報の例 

 

 

図 4サーバ主導による間引き後の 

旅行時間推定 
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図5WiFi アクセスポイントへの接続回数と

接続時間 

時間内での固定長のデータの圧縮に関して，
あらかじめどの位置のビットが何であるか
を双方で知っている状態での圧縮を行うこ
とにより，汎用的な圧縮のような辞書部分を
設ける必要をなくして，圧縮効果を高められ
ることを示した(表１)． 
 
(2)データの時間的，空間的なデータ特性の
分析の結果，一部データはある一定の範囲内
でしか変化がないことや，あるいはほとんど
の時間において状態に変化がないことを活
用した動的圧縮方式も提案し，さらに圧縮効
果があることを示した（図２）． 
 
(3)これらの圧縮方式を様々な実際の道路上
でデータを計測することにより，ほとんど自
動車のいない道路や高速道路および一般道
や渋滞の中といったところでデータを計測
することによりその評価を行い，有効性を示
した(図 3)． 
 
(4)サーバ主導により時間的，空間的に必要
なデータのみを取得する，いわゆる間引き取
得においても得られる結果にそれほど差が
ないことを示し，データ量削減の可能性をシ

ミュレーションにより示すことができた（図
4）． 
 
(5) 計画にはなかったものの，最近増加した
WiFi アクセスポイントの活用可能性に関し
ても，実際の道路を走ることにより接続回数，
接続時間などを計測評価し，そのような環境
においても提案した圧縮方式が有効である
ことを確認することができた(図 5)． 
 
まとめとして，スマートフォンによるプロー
ブデータの送信は必須の技術であり，自動運
転時代に向けては周辺車両を含む様々な情
報をクラウド上で集める必要もあり，今後も
車両をセンサとしたプローブ情報は増加の
傾向にあると考える．そのため，提案手法に
よる圧縮は有効な手法であるといえる． 
 また，圧縮ではなく，そもそも携帯電話網
などを使わない送信方法に関しては ETC2.0
の普及があればある程度はカバーができる
であろうが，すべての道路に普及するとは言
い難く，また町中にある WiFi のアクセスポ
イントも走行車両に対しては有効でないこ
とがわかったため，提案方式の有用性が増し
たと考えられる． 
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